
２００９年  ７月 ７日（火）           み し ま 市 民 新 聞                  第 ２５号   （２面）                                                       

                                                      

 
 

                                                     
 

                                                      

                                                      

                                                      

 
 

                                                    

                                    
                  

                                                      

                                     
               

れ
た
。
し
か
し
、
土
壌
修
復
工

事
は
進
ま
ず
停
滞
し
た
ま
ま
現

在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

工
場
跡
地
は
１
９
８
３
年
、

三
島
市
に
よ
り
土
壌
・
水
質
検

査
が
行
わ
れ
多
量
の
亜
鉛
、銅
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、そ
の
後
に
至
っ
て
も
、

何
ら
の
対
応
策
も
ほ
ど
こ
さ
れ

な
い
状
況
が
続
い
た
。 

汚
染
状
況
を
調
べ
る
た
め
、

１
９
９
６
年
、
当
時
、
沼
津
高

専
の
勝
沢
教
授
が
工
場
跡
地
や

そ
れ
に
つ
な
が
る
水
路
底
部
、

近
く
の
田
畑
の
土
壌
分
析
を
行

な
っ
た
。
検
査
は
蛍
光
Ｘ
線
法

に
よ
る
分
析
で
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
工
場
跡
地
の
鉱
滓
で
は
資

料
１
Kg
中
に
含
ま
れ
る
各
金

属
mg
の
平
均
は
、
亜
鉛
二
四

万
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
千
五
百
、
銅

一
万
三
千
、
鉛
七
万
と
い
う
か

な
り
高
い
汚
染
度
で
あ
っ
た
。 

水
田
土
壌
中
の
重
金
属
分
析

の
基
準
値
と
し
て
富
山
土
壌
で

は
亜
鉛
約
百
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
約

〇
・
三
、
銅
約
一
七
、
鉛
約
二

〇
で
あ
る
。 

今
年
は
じ
め
、「
電
気
の
ゴ
ミ

を
考
え
よ
う
」
と
い
う
集
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

「
電
気
の
ゴ
ミ
」と
い
う
の
は

原
発
か
ら
出
る
使
用
済
燃
料
の

こ
と
で
し
た
。
１
０
０
万?
級

の
原
発
が
１
基
を
１
年
間
運
転

す
る
と
、
２
２
ト
ン
も
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
出
ま

す
。
こ
れ
を
再
処
理
し
た
一
番

危
険
な
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
ガ

ラ
ス
に
溶
か
し
て
固
め
ら
れ
、

高
さ
１
・
３
ｍ
、
外
径
約
４
０

ｃ
ｍ
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
な
り

ま
す
。
強
烈
な
放
射
線
が
出
て

い
て
人
は
近
づ
け
な
い
の
で
、

遠
隔
操
作
で
取
り
扱
い
ま
す
。

こ
れ
を
金
属
性
の
容
器
に
い

れ
、
粘
土
の
緩
衝
材
で
覆
い
、

３
０
０
ｍ
よ
り
深
い
地
層
に
埋

め
て
処
理
す
る
計
画
だ
そ
う
で

す
。 

 

原
発
は
い
ら
な
い
⑤ 

ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ーを
使
い
た
い
で
す
か？  

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

２
０
０
３
年
、
三
島
市
は
真

田
興
産
と
の
協
定
書
に
基
づ

き
、
土
壌
修
復
工
事
を
客
観
的

に
評
価
す
る
た
め
、
建
設
技
術

研
究
所
に
土
壌
分
析
の
委
託
を

行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
敷

地
内
で
は
亜
鉛
が
基
準
値
を
最

大
５
・
８
倍
上
回
る
だ
け
で
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛
等
は
何
れ
も

基
準
値
以
内
。
ま
た
、
水
路
等

へ
の
溶
出
量
も
基
準
値
以
内
で

問
題
な
い
と
の
結
論
を
出
し

た
。
蛍
光
Ⅹ
線
法
は
精
度
が
悪

く
比
較
に
な
ら
な
い
と
い
う
。 

当
時
の
土
壌
調
査
結
果
は
次

の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

単
位
は
mg
／
Kg 

（ 

）
内
は
基
準
値 

亜
鉛
（
１
２
０
） 

 
 
 

１
５
～
１
９
０
０
０ 

鉛
（
１
５
０
） 

 
 

３
４
～
２
０
０
０
０
０ 

カ
ド
ミ
ウ
ム
（
１
５
０
） 

 
 
 
 

０
・
３
～
３
０
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工
場
跡
地
は
、
三
島
市
第
３

次
総
合
計
画
（
Ｈ
13
～
22
） 

 

亜
鉛
工
場
跡
地
の
敷
地
は
５
万
７
千

５
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
今
で
は
雑
草
が

生
い
茂
り
、
周
囲
に
は
立
木
が
青
々
と

生
い
茂
っ
て
い
る
が
、
北
側
の
小
高
く

な
っ
た
裸
山
や
東
側
の
一
部
に
は
鉱
滓

汚
染
の
た
め
か
、
草
木
も
生
え
な
い
茶

色
の
地
肌
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。 

 

現
在
の
土
地
所
有
者
は
真
田
興
産
と 

 
 

│ 

場 

所 

に 

│ 
 

核
廃
絶
説
く
オ
バ
マ
氏
の
声
つ
よ
し
「
プ
ラ
ハ
の
春
」

を
越
え
き
し
古
都
を 

 

華
や
ぎ
て
六
月
開
港
告
ぐ
る
声
強
制
収
用
の
地
を
伝

わ
り
て
く
る 

 

一
六
年
開
港
ま
で
の
日
々
を
問
う
抗
ら
い
し
自
死
も

そ
こ
に
は
あ
り
て 

 

磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
像
を
ふ
と
思
う
立
ち
木
一
七
九
の

静
か
な
倒
死 

 

阿
修
羅
像
見
し
そ
の
昂
ま
り
を
胸
に
お
き
日
ぐ
れ
ビ

ル
の
谷
間
を
帰
る 

 

浅
野 

和
子 

と
い
う
意
見
も
聞
く
も
の
の
、

子
供
や
保
護
者
の
殆
ど
は
、
米

飯
も
多
く
取
り
入
れ
つ
つ
国
際

色
に
富
ん
だ
今
の
メ
ニ
ュ
ー
が

理
想
的
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

国
の
政
策
と
し
て
も
給
食
の

米
飯
化
を
進
め
、
給
食
の
完
全

米
飯
化
は
余
剰
米
の
消
費
や
食

料
自
給
率
の
上
昇
に
繋
が
る
と 
    

宣
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で

農
家
へ
の
減
反
要
請
は
今
だ
に

続
い
て
い
る
。 

こ
れ
だ
け
食
料
の
自
給
率
が

騒
が
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、

減
反
に
従
わ
な
け
れ
ば
補
助
金

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
厳
し

い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
つ
き
。
減
反
で

一
度
荒
た
休
耕
地
が
復
旧
す
る

に
は
か
な
り
の
時
聞
と
手
聞
が

か
か
る
。
そ
う
な
れ
ば
消
費
を 

 

な
か
っ
た
。
市
民
感
覚
か
ら
す

れ
ば
、
新
聞
報
道
＝
正
式
発
表
。

な
の
に
そ
れ
を
広
報
に
載
せ
な

い
の
は
何
故
？
浸
透
さ
せ
な
い

の
は
何
故
？
う
さ
ん
臭
い
と
感

じ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

 

聞
け
ば
こ
の
決
定
は
現
場
の

意
見
を
一
切
聞
か
ず
、
一
握
り

の
人
が
検
討
会
で
提
案
し
た
も 

    

の
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
と
の

事
。
家
庭
で
も
パ
ン
や
麺
よ
り

ご
飯
の
方
が
準
備
、
配
膳
、
食

事
、
片
付
け
全
て
に
わ
た
り
大

変
だ
。
い
わ
ん
や
給
食
を
や
。

そ
う
い
っ
た
現
実
的
な
聞
題
を

無
視
し
た
机
上
の
論
理
が
否
応

な
し
に
下
り
て
き
た
現
場
の
方

達
は
や
り
切
れ
な
い
と
思
う
。

そ
れ
に
、
残
留
農
薬
だ
ら
け
の

全
粒
粉
パ
ン
よ
り
ず
っ
と
マ
シ 

 

    

た
。「
保
護
者
の
皆
様
へ
～
完
全

米
飯
給
食
に
向
け
て
～
」
そ
こ

に
は
、
来
年
度
か
ら
完
全
米
飯

給
食
を
目
指
す
と
あ
っ
た
。 

こ
の
事
が
昨
年
十
二
月
に
新

聞
報
道
さ
れ
て
以
来
い
つ
広
報

に
載
る
か
と
持
っ
て
い
た
が
、

四
月
に
入
っ
て
関
係
保
護
者
の

み
に
プ
リ
ン
ト
が
配
ら
れ
た
だ

け
。
と
て
も
残
念
だ
。 

 

新
聞
報
道
以
後
の
現
場
の
動

き
や
他
の
保
護
者
の
意
見
も
気

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
昨
年
度

の
最
後
の
懇
談
会
で
話
を
聞
い

て
み
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
保

護
者
だ
け
で
な
く
担
任
の
先
生

も
初
耳
と
の
事
。
ま
た
今
年
二

月
、
末
娘
の
入
学
説
明
会
の
時

に
給
食
の
話
は
あ
っ
た
が
、
米

飯
化
に
つ
い
て
の
説
明
は
一
切 

 

 

促
進
し
て
も
米
の
輸
入
が
増
え

る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。 
 

ま
た
、
給
食
が
和
食
化
す
る

反
動
で
、
家
庭
で
の
洋
食
化
が

進
ん
で
し
ま
う
と
い
う
懸
念
も

あ
る
。
我
が
家
で
も
子
供
途
が

「
給
食
が
ご
飯
だ
け
に
な
っ
た

ら
、
家
で
パ
ン
や
麺
を
増
や
し

て
ね
」
と
話
し
て
い
る
。
肥
満

が
増
え
て
い
る
の
は
洋
食
化
の

せ
い
と
あ
る
が
、
給
食
を
和
食

化
し
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
が
解
消

で
き
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。 

 

本
当
に
食
育
先
進
都
市
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
全
国
に
先

駆
け
て
国
策
を
推
進
す
る
だ
け

で
な
く
、
三
島
市
独
自
の
揺
る

が
ぬ
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
堂
々

と
や
っ
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て

願
わ
く
ば
、
米
パ
ン
や
米
麺
を

取
り
入
れ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
メ
ニ
ュ
ー
で
、
子
供
た
ち
の

心
を
満
た
し
て
欲
し
い
。 

三
島
市
北
沢
、
向
山
小
学
校
の
南
側
に
亜
鉛
精
錬
工
場
の
跡
地
が
あ
る
。
今

か
ら
９
０
年
位
前
、
大
正
時
代
の
初
期
に
操
業
を
始
め
た
が
、
周
囲
に
公
害
を

撒
き
散
ら
し
、
わ
ず
か
数
年
で
は
操
業
停
止
し
た
。
そ
の
後
、
工
場
跡
地
に
は

鉱
滓
が
放
置
さ
れ
、
周
囲
は
、
亜
鉛
、
銅
、
鉛
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
等
の
重
金
属
汚

染
に
さ
ら
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

つ
あ
り
ま
す
が
、
莫
大
な
容
器

コ
ス
ト
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

ま
し
て
、
日
本
で
は
地
震
の
多

い
国
で
す
。
こ
れ
以
上
放
射
性

廃
棄
物
を
増
や
し
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

若
い
世
代
の
出
席
者
も
「
こ

れ
か
ら
は
ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
た
い
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
行
き
た
い
」
と
発
言
し

て
い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
電
気
料
金
に
上
乗

せ
さ
れ
て
い
る
「
電
源
開
発
促

進
税
」
は
４
８
０
０
億
円
以
上

に
も
上
り
ま
す
が
、
原
子
力
へ

の
配
分
に
偏
り
、
太
陽
光
、
風

力
、
地
熱
、
波
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
は

少
な
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
政

策
を
ま
ず
改
め
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
欧
米
の
よ
う
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
等
に
よ

る
雇
用
の
創
出
・
拡
大
に
早
く

力
を
入
れ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。  

 
 
 

 

〈
Ｓ
Ｙ
〉 

 

先
日
、
子
供

が
１
枚
の
プ

リ
ン
ト
を
持

ち
帰
っ
て
き

三
島
市
学
校
給
食
完
全
米
飯
化に
一
言
！ 

           
 
 

〈
や
か
ま
し
母
さ
ん
〉 

            
 

三
島
警
察
の
近
く
に
介
護
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
「
あ
い

和
」
が
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
４
月
１
５
日
。
事
業
主
は

徳
倉
小
学
校
の
近
く
で
十
数
年

前
か
ら
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

「（
有
）
め
ぐ
み
の
家
」
を
や
っ

て
い
る
日
野
さ
ん
。 

「
あ
い
和
」
で
は
定
員
８
名

の
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
な
っ
て
い
る
。
一
般
住
宅

を
借
り
て
、
内
部
を
若
干
改
装

し
た
。
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が

優
し
い
住
宅
だ
が
、
資
金
面
で

階
段
は
そ
の
ま
ま
。
発
想
を
変

え
て
「
段
差
が
リ
ハ
ビ
リ
」
利

用
者
に
〝
段
差
〟
を
意
識
し
て

も
ら
う
こ
と
で
「
頭
を
使
う
・

足
を
上
げ
る
」
な
ど
、
生
活
す

る
中
で
自
然
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し

よ
う
と
い
う
考
え
方
。
も
ち
ろ

ん
ス
タ
ッ
フ
の
目
配
り
・
気
配

り
・
声
か
け
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。 

 

現
状
で
は
ま
だ
利
用
者
も
少

な
く
、
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い

が
、
毎
月
１
回
行
な
っ
て
い
る

お
茶
会
に
は
ご
近
所
の
参
加
も

呼
び
か
け
、
今
月
か
ら
障
が
い

者
へ
の
デ
イ
開
放
を
月
１
回
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

 

受
け
入
れ
は
、
介
護
認
定
を 

 

受
け
た
方
（
介
護
保
険
適
用
）・ 

受
け
て
な
い
方
（
自
費
）、
車
椅

子
、
認
知
症
、
若
年
性
認
知
症

の
方
々
。 

 

看
護
師
に
よ
る
血
圧
、
脈
拍

等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
個
別
機

能
訓
練
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
が
で

き
る
。
三
島
・
函
南
送
迎
あ
り
。 

営
業
日
・
時
間
、
月
～
土
、 

９
時
～
16
時
。 

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
〉 

通
所
介
護
（
６
時
間
～
８
時
間
） 

一
日
当
た
り 

要
介
護
１･･･ 

７
９
０
円 

要
介
護
２･･･ 

９
２
２
円 

要
介
護
３･･･

１
０
５
５
円 

要
介
護
４･･･

１
１
８
７
円 

要
介
護
５･･･

１
３
２
０
円 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）
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出
席
し
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
人
は
「
安
全
な
処
分
方
法

で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
は
も
う
２
万
本
以
上
の

ガ
ラ
ス
固
化
体
が
作
れ
る
ほ
ど

の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が

た
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
既
に
９
８
年
、
ア

メ
リ
カ
で
唯
一
の
処
分
場
候
補

地
で
あ
っ
た
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ

ン
で
、
地
下
水
の
経
路
が
掌
握

さ
れ
ぬ
ま
ま
、
流
速
と
流
体
体

積
が
著
し
く
過
小
評
価
さ
れ
、

人
間
が
近
づ
け
る
場
所
ま
で
放

射
能
汚
染
水
が
、
わ
ず
か
３
日

間
で
到
達
し
て
し
ま
う
事
な
ど

が
判
明
し
た
そ
う
で
す
。
案
の

定
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
計
画
を

撤
回
し
ま
し
た
。 

 

ド
イ
ツ
で
は
見
え
な
い
地
下

処
分
す
る
よ
り
、
見
え
る
地
上

で
保
管
す
る
方
法
に
移
行
し
つ 

介
護
デ
イ
サ
ー
ビ
ス  

 

あ
い
和
（
あ
い
あ
い
） 
              

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５-

９
４
３-

９
０
２
２ 

復
工
事
に
つ
い
て
地
元
説
明
会

を
行
い
、
市
に
土
地
利
用
事
業

承
認
申
請
書
を
提
出
し
た
。 

 

９
７
年
、
三
島
市
は
真
田
興

産
の
土
地
利
用
事
業
申
請
を
受

け
、
土
壌
汚
染
に
係
る
協
定
書

案
を
承
認
す
る
が
、
０
３
年
８

月
、
協
定
書
は
や
っ
と
締
結
さ 

三島北沢亜鉛工場跡地は今！ 
－９０年間、鉱滓汚染は放置されたまま― 

で
は
、「
環
境
改
善
エ
リ
ア
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

１
９
８
３
年
の
土
壌
調
査
結
果

は
部
分
的
に
高
い
濃
度
の
重
金

属
が
検
出
さ
れ
と
し
て
い
た

が
、
０
３
年
に
同
地
区
周
辺
井

戸
水
の
調
査
結
果
は
、
基
準
を

超
え
る
物
質
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
。 

 

左
は
当
時
、
北
沢
の
亜
鉛
工

場
の
公
害
に
つ
い
て
伝
え
る
静

岡
民
有
新
聞
記
事
だ
が
、「
漁
業

は
全
滅
せ
ん
か
」
と
の
タ
イ
ト 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

伊豆市民劇場３１７回例会＜俳優座公演＞ 

『春忍び難きを』 
昭和２０年、敗戦の年の１２月、信州松本 
の里山の庄屋に敗戦の食料難で子供達やそ 
の家族が帰郷してくる。そして農地改革の 
嵐がこの村にも押し寄せてきた･･･。 
作／斉藤 憐 演出／佐藤 信 

出演／小笠原 良知・川口 敦子 

２００９年７月３０日（木） 
開演：１８時３０分／終演２１時３５分 
会場：三島市民文化会館大ホール 
連絡先：電話 975-5455 

FAX 981-3422 

 
三島警察署 

ＪＡ函南 

カーブミラー あい和 

１号線 
至箱根 

至沼津 

スーパー 
ポテト 

三島自然を守る会 自然観察会 
７／２６（日）10? 15 時 
講師：工藤周一さん（地質学会員、自然を守る会） 
内容：「境川・大場川の流路変遷」 
集合：青木橋西たもと（車の人は事前に連絡を）
費用：高校生以上：500 円 
★昼食は各自持参。歩きやすい靴、服装など 
★誰でも参加できます。お気軽にどうぞ！ 
 連絡先：055-988-1926 

住所：三島市谷田226-5 

三島どんぐり合唱団（創立５５周年） 

     音楽会 
７月１１日（土）午後６開場  ６：３０開演 
会場：三島市民文化会館（小ホール） 

第１部 平和の歌、その手の中に、人間の歌・・・他 
第２部 みんなで歌おう、野に咲く花のように・・・他 
第３部 悪魔の飽食「静岡合唱団」 
第４部 ５５周年特別企画合唱 

指揮／岩本達明・縣 政四 
ピアノ／岩本晃子・高田良子 
入場料：一般１５００円 学生７００円 
後援：三島市・三島市教育委員会 

三島地区合唱協議会 
連絡先：篠崎正男 055-972-6222 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

会
長
は
昨
年
亡
く
な
り
、
跡
地

利
用
は
行
き
詰
っ
た
と
聞
く
。 

三
島
市
と
し
て
は
今
後
、
跡

地
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
だ
ろ
う
か
。 
           

efefefefefefegef efefefefefefegef efefefefefefegef efefefefefefegef 

な
っ
て
い
る
が
、
大
正
時
代
、

操
業
を
始
め
た
の
は
亜
鉛
電
解

工
業
（
株
）。
戦
後
、
所
有
権
は

東
京
機
械
製
作
所
に
移
っ
た
。

土
地
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、

１
９
８
０
年
頃
、
三
島
市
は
跡

地
所
有
者
に
残
土
処
理
を
求
め

た
。 

 

１
９
９
２
年
１
２
月
、
真
田

興
産
が
宅
地
造
成
用
地
と
し
て

購
入
。
９
６
年
、
真
田
興
産
は
、

土
壌
汚
染
修
復
ア
セ
ス
メ
ン
ト

報
告
書
を
市
と
県
に
提
出
し
た
。 

そ
の
後
、
真
田
興
産
は
跡
地
修 

ル
で
、「
鉱
毒
問

題
は
そ
の
後
、

北
沢
、
多
呂
両

区
民
の
恐
怖
依

然
と
し
て
止
ま

ず
・
・
・
」
な

ど
と
報
じ
て
い

る
。 

 

真
田
興
産
は

当
初
、
宅
地
造

成
の
目
的
で
工

場
跡
地
を
取
得

し
た
が
、
当
の 

 

６
月
上
旬
発
行
予
定
の
「
み

し
ま
市
民
新
聞
」
は
、
多
忙

を
極
め
、
や
む
な
く
発
行
中

止
と
致
し
ま
し
た
。
読
者
の

方
々
に
は
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
人 


